
１）会員拡大と生涯スポーツの奨励

(1)ダンススポーツ初心者講座の継続開催 　Ｄ.Ｓ.初心者講座委員会

(2)春のダンススポーツフェスティバル開催 　春のＤ.Ｓ.フェスティバル委員会

(3)新春大舞踏会の開催 　新春大舞踏会実行委員会

(4)一般・会員向け技術講習会 　普及技術委員会

２）地域毎の会員拡大事業の推進

(1)県都ふれあい交流会 　県都ふれあい交流委員会

(2)川薩地区ダンスフェスティバルの開催 　川薩地区ダンスフェスタ委員会

(3)県央地区ダンスフェスティバルの開催 　県央地区ダンスフェスタ委員会

(4)大隅地区ダンスフェスティバルの開催 　大隅地区独自実行委員会

３）競技力の強化と普及型競技会の新規開催

(1)競技力強化講習会（県体協補助） 　競技力強化委員会

(2)九州D.S.競技会（'12）鹿児島大会の開催 　九州D.S.競技会（'12）実行委員会

(3)秋・ダンススポーツの祭典の開催 　秋・ダンススポーツの祭典委員会

４）技術認定制度の推進と指導員の技術力向上

(1)技術認定会の開催 　技術認定推進委員会

(2)レベルアップを目的とする講習会開催 　レベルアップ委員会

(3)公認指導員への広報、啓蒙 　公認指導員管理・CPD委員会

５）社会交流の発展

(1)おはら祭り参加に伴う市民交流の拡大 　「オハラ21」実行委員会

(2)ジュニア指導員の強化とジュニアサークルの拡大 　ジュニア育成委員会

(3)中学校教育へのダンススポーツ導入のアプローチ 　学校教育検討委員会

(4)広報紙の定期発行とメディア広報の推進 　広報紙及びメディア広報業務

(5)ホームページ内容の充実と継続的更新 　ホームページ管理業務

６）県連盟運営の充実

(1)本部方針に沿った新規事業の充実 　企画・組織管理業務

(2)各委員会活動の促進 　副会長及び事務局

　　２０１１年の主な事業と事項　　２０１１年の主な事業と事項　　２０１１年の主な事業と事項　　２０１１年の主な事業と事項

役 職 継・新 氏　名 職　務 サークル名

会　長 継 　川内　博史  Ｄ.Ｓさくらじまクラブ

副会長 継 　吉原　睦巳 　JDSF正会員、組織・企画担当 　ベーシック・キャンセ

副会長 継 　大重　笑子 　JDSF正会員、渉外担当、九州ブロック委員 　ベーシック城西

副会長兼

常務理事 継 　柳田　浩美 　常務理事会議長、競技担当 　舞すてっぷ蒲生

常務理事 継 　吉原　槙知子 　事務局長 　サークルエンジョイ

常務理事 継 　池山　節夫 　大隅地区代表、事業担当 　垂水Ｄ．Ｓ同好会

常務理事 継 　中野　久美子 　広報・技術指導担当 　ひまわりＤ．Ｓクラブ

常務理事 継 　北山　義一 　普及担当 　Ｄ．Ｓ鹿児島倶楽部

常務理事 継 　井上　朝子 　ジュニア学校教育担当 　山下サークル

常務理事 継 　井手　裕美 　広報紙担当、事務局次長 　フレッシュ

理　事 継 　田中　久夫 　事業担当 　川内Ｄ.Ｓ同好会

理　事 継 　浜崎　香代子 　交流会、競技会申込窓口担当 　清和サークル

理　事 継 　堂園　憲一 　Ｄ.Ｓ初心者講座担当 　ココＤ．Ｓクラブ

理　事 継 　高見　澄治 　事業担当   カサブランカ

理　事 継 　唐鎌　睦子 　経理会計担当 　Ｄ．Ｓ木曜会

理　事 継 　唐鎌　悟 　公認指導員CPD管理担当 　Ｄ．Ｓ木曜会

理　事 継 　岩重　洋一 　指導、普及担当 　ひまわりＤ．Ｓクラブ

理　事 継 　井手　敏雄 　事業担当   志布志Ｄ．Ｓ同好会

理　事 新 野元　由美子 　音響担当 皇徳寺ABCサークル

監　事 継 　島元　安二郎 　マカレナ同好会

監　事 継 　高木　一雄 　山下サークル

相談役 継 　大重　堯弘 　ベーシック城西

Ⅰ．県連事業の方針 

ＪＤＳＦは平成２３年３月２８日、内閣府より公益社団法人への移行認定

をうけ、４月１日より、公益社団法人日本ダンススポーツ連盟として、新た

なスタートを切りました。今年度は特に次の点に力を入れて事業展開を図り

たいと思います。 

１） ダンススポーツ初心者講習会を継続開催。一般市民への間口を広げる。 

２） 交流会やダンススポーツフェスティバルを県内の多くの地域で実施し、 

ダンススポーツの楽しさ、素晴らしさを広報し会員勧誘の実施        

３） ジュニア世代へのダンススポーツの浸透を図ると共に、ジュニアサークル

を増やし、併せて第２回の３世代交流大会を開催 

４） 平成２４年度からの中学校教育における体育課程でのダンススポーツの選

択・義務化の流れを受けて、中学校への協力・指導を進める。 

５） 従来型の競技会とは異なり、競技規程のみにとらわれない「普及型競技会」

を秋・ダンススポーツの祭典においてスタートさせる。 

６） 公益認定社団法人として、下記の方針を順守する。 

イ． 公益的事業の拡大を図る。 

ロ． 公序良俗を害する恐れのある事業、特定の者に対し、特別の利益

を与えような事業を行わない。 

ハ． 認定サークルに対しても、公益法人としての適切な指導を行うと

共に、会員の意見を反映させた運営につとめる。 
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新理事に野元由美子さんが加わり本年度は下記メンバーで運営を行います。

第第第第１１１１回回回回ジジジジュュュュニニニニアアアアダダダダンンンンススススススススポポポポーーーーツツツツ三三三三世世世世代代代代交交交交流流流流大大大大会会会会開開開開催催催催

３月６日(日)鹿児島市のキャンセ８Ｆ多目的ホールで、初めての

子供主体の三世代交流大会を開催した。まだ、ジュニアサークル

が県内に３つしか活動していないため、、大規模なものではなかっ

たが、２歳の幼児から中学生までの子供と、親そして、祖父母の

参加を貰い、将来を担うジュニアの育成に少しずつ成果が出てき

ていることを感じた。同じ趣味を持つ子供から大人、そして高齢

の方まで、老若男女が自分の体力や、技術の範囲で活動できるダ

ンススポーツの魅力をもっと広げられるよう、色々な機会にジュ

ニア等の活躍の場を設けて行きたい。後日南日本新聞でも大きく

取り上げられたので、ご存じの方も多いと思いますが、是非、か

わいい生の姿を一度見てみて下さい。

可 愛 い ジ ュ ニ ア のダンスうんどう


